
6月15日（火）、「平成22年度ダム放流連絡会議」を秩父宮記念市民会館
にて実施いたしました。
この会議は、秩父市内にダム、堰などの施設を管理する機関が各施設の

役割や機能の紹介を行うとともに、ダム放流時の操作、警報などの方法を
下流地域の各関係機関にご理解していただくために毎年実施しているもの
です。

当日は、秩父市、皆野町、長瀞町
などの各自治体に加え、警察、消防、
小学校などの皆様にもご参加いた
だき、意見交換を行いました。

今後、大雨や洪水が発生しやすい
時期になります。釣りやボートなどの
レジャー遊びで河川を利用される際
には、ダムからの情報（次ページ）に
もご注意していただくようにお願い
します。 会議の様子



サイレン吹鳴の方法（滝沢ダムの場合）

50秒吹鳴 50秒吹鳴 50秒吹鳴10秒
休止

サイレン・スピーカが
聞こえたら、川の水
が急に増えることが
あるため危険！川か
ら離れてください！

警報車、サイレン
スピーカで

お知らせします！

大雨が降り、川の水量が
多くなったら、ダムに水を
貯めながら少しずつ下流
へ水を流します。

放流警報案内看板の設置

10秒
休止

警報車による巡視

サイレン・スピーカによ
る警報

河川内付近には放流警報案内看
板を設置していますので、事前に
ご確認をお願いします。


